
新

緑

の

候

宮

崎

県

防

衛

協

会

青

年

部

会

宮

崎

支

部

会

員

諸

兄

に

於

か

れ

ま

し

て

は

、

益

々

ご

清

福

の

段

大

慶

至

極

に

存

じ

上

げ

ま

す

。

皆

様

に

は

日

頃

よ

り

当

支

部

運

営

に

際

し

て

特

段

の

ご

高

配

を

賜

り

、

深

甚

な

る

敬

意

を

表

す

と

共

に

、

倍

旧

の

ご

支

援

を

伏

し

て

お

願

い

申

し

上

げ

る

次

第

で

す

。

四

月

四

日

宮

崎

地

方

協

力

本

部

に

て

「

全

国

防

衛

協

会

連

合

会

青

年

部

会

第

十

三

回

青

年

研

修

大

会

宮

崎

大

会

兼

ね

て

九

州

・

沖

縄

地

区

防

衛

協

会

青

年

部

連

絡

協

議

会

第

三

十

一

回

宮

崎

大

会

」

と

誠

に

長

名

な

大

会

の

初

回

連

絡

調

整

会

議

が

、

新

田

原

基

地

や

都

城

駐

屯

地

の

担

当

者

を

交

え

て

和

や

か

に

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

八

年

前

の

平

成

十

七

年

十

月

四

日

、

新

田

原

基

地

と

宮

崎

観

光

ホ

テ

ル

の

二

会

場

に

て

「

九

州

･

沖

縄

地

区

防

衛

協

会

青

年

部

連

絡

協

議

会

第

二

十

三

回

宮

崎

大

会

」

を

支

部

会

員

の

絶

大

な

協

力

を

得

て

盛

大

に

開

催

し

ま

し

た

が

、

九

州

・

沖

縄

各

県

を

一

巡

し

て

今

年

は

十

一

月

一

日

、

二

日

に

本

県

が

主

管

す

る

事

と

相

成

り

ま

し

た

。

佐

世

保

地

方

総

監

吉

田

海

将

の

お

取

り

計

ら

い

で

、

日

向

灘

に

ヘ

リ

空

母

「

い

せ

」

が

来

航

し

、

新

田

原

基

地

か

ら

ヘ

リ

に

搭

乗

し

て

の

体

験

乗

艦

が

メ

イ

ン

イ

ベ

ン

ト

で

す

。

九

州

沖

縄

は

元

よ

り

全

国

か

ら

青

年

部

会

の

仲

間

が

相

集

い

ま

す

の

で

、

当

支

部

会

員

に

は

当

日

参

加

は

無

論

の

こ

と

、

誘

導

や

売

券

等

で

お

力

添

え

賜

ら

ね

ば

な

り

ま

せ

ん

。

今

後

随

時

ご

案

内

致

し

ま

す

の

で

、

何

卒

宜

し

く

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

同

八

日

は

横

須

賀

武

山

駐

屯

地

の

新

講

堂

に

於

い

て

、

五

十

九

期

高

等

工

科

学

校

生

徒

入

校

式

に

参

列

し

ま

し

た

が

、

一

週

間

前

に

宮

崎

空

港

で

見

送

っ

た

子

供

達

と

は

別

人

の

如

く

成

長

し

て

お

り

、

改

め

て

自

衛

隊

生

徒

教

育

の

素

晴

ら

し

さ

を

痛

感

し

た

次

第

で

す

。

同

十

五

日

は

都

城

中

山

荘

で

の

宮

崎

県

防

衛

協

会

青

年

部

会

総

会

に

、

当

支

部

三

名

の

会

員

と

共

に

出

席

し

、

新

田

原

基

地

内

倉

司

令

の

防

衛

講

話

を

拝

聴

致

し

ま

し

た

。

同

二

十

一

日

は

北

熊

本

駐

屯

地

に

て

第

八

師

団

創

隊

五

十

一

周

年

記

念

式

典

に

参

列

し

、

仲

二

十

四

連

隊

長

、

藤

原

四

十

三

連

隊

長

が

颯

爽

と

指

揮

す

る

、

我

が

郷

土

部

隊

の

威

風

堂

々

の

車

両

行

進

を

、

誠

に

頼

も

し

く

観

閲

さ

せ

て

頂

い

た

と

こ

ろ

で

す

。

更

に

同

二

十

八

日

、

前

述

の

高

等

工

科

学

校

体

育

祭

を

見

学

し

、

元

気

溌

剌

た

る

生

徒

達

の

躍

動

美

を

堪

能

し

た

後

に

、

全

国

生

徒

育

成

会

理

事

会

に

出

席

さ

せ

て

頂

き

ま

し

た

。

さ

て

同

七

日

に

東

京

都

千

代

田

区

の

海

運

ク

ラ

ブ

国

際

会

議

場

に

て

三

年

ぶ

り

に

開

催

さ

れ

た

「

日

本

会

議

平

成

二

十

五

年

度

総

会

・

懇

親

会

」

に

列

席

し

た

と

こ

ろ

、

櫻

井

よ

し

こ

氏

が

「

憲

法

改

正

の

実

現

を

目

指

し

て

」

と

の

演

題

で

、

「

第

二

次

安

倍

政

権

誕

生

で

の

期

待

感

を

込

め

、

憲

法

改

正

の

潮

の

流

れ

が

満

ち

よ

う

と

し

て

お

り

、

次

期

参

院

選

で

は

自

民

党

を

大

勝

さ

せ

る

為

に

国

民

の

結

束

を

計

る

べ

し

」

と

講

演

を

さ

れ

ま

し

た

。

続

い

て

前

名

護

市

長

島

袋

吉

和

氏

の

米

軍

基

地

を

巡

る

沖

縄

の

現

状

報

で

は

、

左

翼

と

偏

向

マ

ス

コ

ミ

の

赤

裸

々

な

実

態

が

当

事

者

の

口

か

ら

生

々

し

く

語

ら

れ

、

沖

縄

米

軍

基

地

問

題

の

早

期

解

決

を

図

る

為

「

県

民

の

会

」

を

設

立

す

る

と

話

さ

れ

た

と

こ

ろ

で

す

。

尚

、

日

本

会

議

で

は

次

期

参

院

選

候

補

に

衛

藤

晟

一

氏

と

有

村

治

子

氏

の

両

名

を

推

薦

致

し

ま

し

た

の

で

、

皆

様

の

強

力

な

ご

支

援

を

重

ね

て

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

ま

た

靖

国

神

社

の

春

季

例

大

祭

に

安

倍

首

相

が

真

榊

を

奉

納

し

、

過

去

最

大

の

超

党

派

国

会

議

員

団

百

六

十

名

余

が

参

拝

し

て

、

相

も

変

わ

ら

ず

中

共

、

韓

国

の

二

カ

国

の

み

が

内

政

干

渉

を

し

て

い

ま

す

が

、

国

の

為

命

を

落

と

し

た

英

霊

に

哀

悼

の

誠

を

捧

げ

る

事

は

、

他

国

か

ら

と

や

か

く

言

わ

れ

る

筋

合

い

の

も

の

で

は

無

い

は

ず

で

す

。

安

倍

総

理

外

に

は

信

念

を

持

っ

て

、

靖

国

参

拝

の

継

続

を

願

わ

ず

に

お

ら

れ

ま

せ

ん

。

結

び

に

、

祖

国

の

彌

栄

と

皆

様

の

ご

健

勝

を

衷

心

よ

り

ご

祈

念

申

し

上

げ

ま

す

。

平

成

二

十

五

年

五

月

一

日

宮

崎

県

防

衛

協

会

青

年

部

会

宮

崎

支

部

支

部

長

小

倉

和

彦




